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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年7月10日(2008.7.10)

【公表番号】特表2003-535840(P2003-535840A)
【公表日】平成15年12月2日(2003.12.2)
【出願番号】特願2002-501812(P2002-501812)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 233/81     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/196    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/245    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 231/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 231/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 233/88     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 235/56     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 237/40     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 237/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 317/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 233/81    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/196   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/24    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/245   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 231/02    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 231/12    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 233/88    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 235/56    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 237/40    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 237/42    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 317/68    　　　　
   Ｃ０７Ｍ   9:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月22日(2008.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　単一の立体異性体または立体異性体混合物としての、式（Ｉ）：
【化１】
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［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素、ヒドロキシまたは必要に応じ
て置換されたＣ１－６アルキルオキシ；
　Ｒ５は、水素、必要に応じて置換されたＣ１－６アルキルまたはＣ６－１４アリール；
　Ｒ６は、－Ｃ(Ｏ)ＯＲ１３（ここで、Ｒ１３は、水素またはＣ１－６アルキル）；
　Ｒ７は、水素、Ｃ１－６アルキルまたは－Ｃ(Ｏ)ＯＲ１３（ここで、Ｒ１３は、前記と
同意義）；
　Ｒ８およびＲ９は、独立して、水素、必要に応じて置換されたＣ１－６アルキル、ハロ
、ヒドロキシ、Ｃ１－６アルコキシ、カルボキシル、－ＮＲ１１Ｒ１２または－Ｃ(Ｏ)Ｎ
Ｒ１１Ｒ１２（ここで、Ｒ１１およびＲ１２は、独立して、水素、必要に応じて置換され
たＣ１－６アルキル、必要に応じて置換されたＣ６－１４アリール、必要に応じて置換さ
れたＣ６－１４アリール（Ｃ１－６）アルキル、必要に応じて置換されたヘテロアリール
、必要に応じて置換されたヘテロアリール（Ｃ１－６）アルキルまたは必要に応じて置換
されたヘテロシクリル；
　Ｒ１０は、水素、必要に応じて置換されたＣ１－６アルキル、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１

－６アルコキシ、－Ｃ(Ｏ)ＯＲ１３（ここで、Ｒ１３は、前記と同意義）、－ＳＯ３Ｈま
たは－Ｃ(Ｏ)ＮＲ１１Ｒ１２（ここで、Ｒ１１およびＲ１２は、前記と同意義）である］
で示される化合物またはその医薬的に許容しうる塩。
　　【請求項２】　化合物が、5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－(フェニルカルボニル
アミノ)安息香酸、5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,4,5－トリメトキシフェニル)
カルボニルアミノ]安息香酸、5－((1E)－2－フェニルビニル)－2(フェニルカルボニルア
ミノ)安息香酸メチル、5－[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]－2－(N－メチルフ
ェニルカルボニルアミノ)安息香酸、5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,5 ジヒドロ
キシフェニル)カルボニルアミノ]安息香酸、5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3－メ
トキシフェニル)カルボニルアミノ]安息香酸、5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,4
－ジメトキシフェニル)カルボニルアミノ]安息香酸メチル、5－((1E)－2－フェニルビニ
ル)－2－[(3,4－ジメトキシフェニル)カルボニルアミノ]安息香酸、5－((1E)－2－フェニ
ルビニル)－2－[(3,5－ジメトキシフェニル)カルボニルアミノ]安息香酸、5－((1E)－2－
フェニルビニル)－2－[[3,5－ビス(カルボキシメトキシ)フェニル]カルボニルアミノ]安
息香酸およびその医薬的に許容しうる塩から選ばれる請求項１に記載の化合物。
　　【請求項３】　請求項１または２に記載の化合物および医薬的に許容しうる担体を含
む、グルコースレベルのアンバランスが関連する疾患を治療するため、またはグルコース
取り込みを強化するための医薬組成物。
　　【請求項４】　疾患が、高血糖症または糖尿病である請求項３に記載の組成物。
　　【請求項５】　グルコースレベルのアンバランスが関連する疾患を治療するため、ま
たはグルコース取り込みを強化するための医薬としての請求項１または２に記載の化合物
または請求項３に記載の組成物の使用。
　　【請求項６】　疾患が、高血糖症または糖尿病である請求項５に記載の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
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　前記テーブル１に示す化合物のＩＵＰＡＣ名を以下のテーブル２に列挙する。これらの
名称は、ChemInnovation Software, Inc.製のChemistry 4D DrawＴＭを用いて作成した。
　　　　　　　　　　　　　　　テーブル２
番号　 IUPAC名
20．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－([4－[(4－カルボキシフェニル)－N－メチルカ
ルボニルアミノ]フェニル]－N－メチルカルボニルアミノ)安息香酸；
21．4－((1E)－2－[4－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)フェニル]－N－メチルカルボニ
ルアミノ]フェニル)カルボニルアミノ]フェニル]ビニル)安息香酸；
23．5－[(1E)－2－(4－カルボキシフェニル)ビニル]－2－[[4－(メチルアミノ)フェニル]
カルボニルアミノ]安息香酸；
24．2－[N－(4－1(1E)－2－[4－(カルボキシメチル)フェニル]ビニル]フェニル)カルバモ
イル]安息香酸；
25．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－(フェニルカルボニルアミノ)安息香酸；
26．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,4,5－トリメトキシフェニル)カルボニルア
ミノ]安息香酸；
27．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－(フェニルカルボニルアミノ)安息香酸メチル；
28．5－[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]－2－(N－メチルフェニルカルボニルア
ミノ)安息香酸；
29．4－[N－[4－(N－[4－[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]－2－(メトキシカル
ボニル)フェニル]カルバモイル)フェニル]－N－メチルカルバモイル]安息香酸メチル；
30．5－[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]－2－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)
フェニル]－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル)カルボニルアミノ]安息香酸；
31．5－[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]－2－([4－[(4－カルボキシフェニル)
－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸；
32．4－[N－[4－(N－[4－[(1E)－2－(2－フルオロフェニル)ビニル]－2－(メトキシカル
ボニル)フェニル]カルバモイル)フェニル]－N－メチルカルバモイル]安息香酸メチル；
33．5－[(1E)－2－(2－フルオロフェニル)ビニル]－2－([4－[(4－カルボキシフェニル)
－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸；
34．4－[N－[4－(N－[4－[(1E)－2－(4－フルオロフェニル)ビニル]－2－(メトキシカル
ボニル)フェニル]カルバモイル)フェニル]－N－メチルカルバモイル]安息香酸メチル；
35．5－[(1E)－2－(4－フルオロフェニル)ビニル]－2－([4－[(4－カルボキシフェニル)
－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸；
36．4－((1E)－2－[3－(メトキシカルボニル)－4－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)フェ
ニル]－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル)カルボニルアミノ]フェニル]ビニル)ベン
ゼンスルホン酸；
37．4－N－[4－(N－[4－[(1E)－2－(3－フルオロフェニル)ビニル]－2－(メトキシカルボ
ニル)フェニル]カルバモイル)フェニル]－N－メチルカルバモイル]安息香酸メチル；
38．2－((1E)－2－フェニルビニル)－5－(フェニルカルボニルアミノ)安息香酸；
39．2－((1E)－2－フェニルビニル)－5－[(4－1[4－(メトキシカルボニル)フェニル]－N
－メチルカルボニルアミノ]フェニル)カルボニルアミノ]安息香酸；
40．4－[N－(4－[N－[4－((1E)－2－フェニルビニル)－2－(メトキシカルボニル)フェニ
ル]カルバモイル]フェニル)－N－メチルカルバモイル]安息香酸メチル；
41．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,5－ジヒドロキシフェニル)カルボニルアミ
ノ]安息香酸；
42．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3－メトキシフェニル)カルボニルアミノ]安息
香酸；
43．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－([4－[(4－カルボキシフェニル)－N－メチルカ
ルボニルアミノ]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸；
44．4－(N－[4－[N－(4－[(1E)－2－[4－(メトキシカルボニル)フェニル]ビニル]フェニ
ル)カルバモイル]フェニル]－N－メチルカルバモイル)安息香酸メチル
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45．2－[3－((1E)－2－[4－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)フェニル]－N－メチルカル
ボニルアミノ]フェニル)－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]ビニル)フェニル]酢酸
；
46．2－[3－((1E)－2－[4－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)フェニル]－N－メチルカル
ボニルアミノ]フェニル)カルボニルアミノ]フェニルビニル)フェニル]酢酸；
47．4－((1E)－2－[4－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)フェニル]－N－メチルカルボニ
ルアミノ]フェニル)－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]ビニル)安息香酸；
48．4－(N－[4－[N－(4－[(1E)－2－[4－(メトキシカルボニル)フェニル]ビニル]フェニ
ル)－N－メチルカルバモイル]フェニル]－N－メチルカルバモイル)安息香酸メチル；
49．5－((1E)－2－[4－[(4－[[4－(メトキシカルボニル)フェニル]－N－メチルカルボニ
ルアミノ]フェニル)－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]ビニル)－2－(tert－ブトキ
シ)安息香酸；
50．5－[(1E)－2－[4－([4－[(4－カルボキシフェニル)－N－メチルカルボニルアミノ]フ
ェニル]－N－メチルカルボニルアミノ)フェニル]ビニル]－2－(tert－ブトキシ)安息香酸
；
51．5－[(1E)－2－[4－([4－[(4－カルボキシフェニル)－N－メチルカルボニルアミノ]フ
ェニル]－N－メチルカルボニルアミノ)フェニル]ビニル]－2－ヒドロキシ安息香酸；
52．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,4－ジメトキシフェニル)カルボニルアミノ]
安息香酸メチル；
53．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,4－ジメトキシフェニル)カルボニルアミノ]
安息香酸；
54．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3,5－ジメトキシフェニル)カルボニルアミノ]
安息香酸；
55 2－[5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[(3－メトキシフェニル)カルボニルアミノ]
フェニル]酢酸；
56．N－[4－[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]フェニル]－2H－ベンゾ[d]1,3－ジ
オキソレン－5－イルカルボキサミド；
57．[(1E)－2－(4－メトキシフェニル)ビニル]－2－(N－[(4－カルボキシフェニル)メチ
ル][4－[(4－カルボキシフェニル)－N－メチルカルボニルアミノ]フェニル]カルボニルア
ミノ)安息香酸；
58．2－((1E)－2－フェニルビニル)－5－( [4－[(4－カルボキシフェニル)－N－メチルカ
ルボニルアミノ]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸；
59．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－[[3,5－ビス(カルボキシメトキシ)フェニル]カ
ルボニルアミノ]安息香酸；
60．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－([3,5－ビス[(4－カルボキシフェニル)メトキシ
]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸；
61．5－((1E)－2－フェニルビニル)－2－([3,5－ビス[(3－カルボキシフェニル)メトキシ
]フェニル]カルボニルアミノ)安息香酸。
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